
■ 学　　科 ■ 国際関係学科

■ 卒業年月 ■ 2015 年 3 月

■ 企 業 名 ■ Visa Worldwide Japan K.K.

　　　　　Visa Consulting and Analytics

■ 入社年数 ■ 2022 年 ( ～ 2021 まで前職
（アクセンチュア）

にて勤務 )

■ 仕事内容 ■
　データを活用したコンサルティング業務
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■現在の状況
　新卒でアクセンチュア株式会社に就職し、新型
コロナ流行中に現在の会社に転職しました。所属
部署では、クライアントである銀行やクレジット
カード会社にデータを活用したコンサルティング
サービスを提供しています。
新型コロナの感染拡大もあり、前職でも転職後も
ほとんどの社員がフルリモートとなり、社内外の
ミーティングはすべてオンライン会議となってい
ます。オンライン環境が整備されており、在宅ワー
クになっても効率が落ちることなく、リモートで
あってもチーム一丸となってクライアント課題に
日々取り組んでおります。

■社会人になって感じたこと
　キャリアについての悩みは尽きないな、という
ことです。日系に比べると、外資系企業では転職
する方がたくさんいます。それだけ選択肢がある
ということなのですが、「自分はどうなりたいの
か？」を考えていないと日々の仕事で時間はあっ
という間に経ってしまいます。当たり前ですが、
就職活動をゴールとするのではなく、その先の
キャリアパスを描くことで、今自分がすべきこと
を見出してください。

■大学生活を振り返って
　外大生は英語力が高い方が多いと思います。ビ
ジネスシーンでは、相手の意図をいかに的確に読
み取り、自分の意見や考えをいかに明確に伝える
か、がより重要かと思います。単に英語力だけで
はなくそういった議論力を学生生活で身につけて
おくのが今後の成功のカギではないでしょうか。

■就職活動時の印象に残った出来事
　同じスーツに同じ髪型で、、、と型にはまった就職
活動に嫌気が差す人は多いと思います。その暗黙
のルールをプレッシャーに感じて、自分をうまく表
現できないことが多かったです。しかし、振り返る
と、型にはまった表面上の面接より、普通に会話を
楽しめた面接の方が進み具合もよかったなと思い
ます。将来のチームメンバーを探しているのが面
接官です。お互いに一緒に働いている場面が想像
できるような会話ができれば、次につながるので
は、と思います。

■後輩へのエール
　私のように、就職活動を通して、社会からの見え
ないプレッシャーを感じる方がいるかもしれませ
ん。しかし、以前に比べて、転職・兼業などの働き
方における多様性が受け入れられるようになって
きていると思います。一生がかかった就職活動で
はありません。新しい社会への単なる一歩ですの
で、新しい出会いを楽しみながら自分の価値観で
未来を切り開いてもらいたいと思います。

▶オフィスにある会議室の一つです。天井にカメラ
が常設されており、会議をオンラインで配信できる
ようになっています。

▶昇降可能なデスクの上に１人２台
のモニターが割り当てられていま
す。働く環境が整えられています。

「Visa ってクレジットカード会社？いいえ、Visa とはネットワーク」
Visa は決済ネットワークを提供するテクノロジーの会社です。200 以上の国と地域において事業を展開し、カード、ノート
パソコン、タブレット、モバイル端末など、あらゆるデバイスで利用できる商品とサービスを提供しています。Visa はこれか
らも進化を続けますが、すべての人がいつでもどこでも利用できる、最も優れた決済方法を提供するという理念の元、最も安
全でシームレスなペイメントエクスペリエンスを提供し続けています。

9:00
〜

メールチェックや、業
務に関するニュースの
確認など

14:00
〜

会議資料の作成・
最終化

当たり前ですが、初見の人が見てもわかり
やすく、伝えたいポイントが明確であるこ
とが重要です。

11:00
〜

プロジェクト会議
（インターナル）

当日や今後の社外向けの会議に向けて、プ
ロジェクトメンバーで進捗や課題について
話し合います。方向性がずれないように、
とことん話し合います。

10:00
〜

チームとの全体会議 週次で実施している会議で、各チームの進
捗や達成率の共有をします。

ランチ12:00
〜

在宅勤務のうれしいところは、自炊ランチ
ができるようになったところです。とはい
え、チームとのラフな会話が減ってしまっ
たので、オンラインランチをすることもあり
ます。

13:00
〜

グローバルチーム／
APACリージョンから
のトレンド共有

新しいソリューションや、最新のケースス
タディなどウェビナー形式で共有されま
す。国によってビジネス状況も異なるとは
いえ、各リージョンの状況や最新ソリュー
ションをクライアントに紹介することもあ
るため、このような共有会で得られる情報
は重要です。

オンライン会議では、安定したネットワー
ク環境下での実施が必須です。（以前、オ
フィスのネットワークの障害で、すべての
スケジュールを引き直さなければいけなく
なる、ということが起きました。）

15:00
〜

クライアントとの会議

ドラフトを作成して、チームメンバーと認識
をすり合わせながら、最終化していきます。

16:00
〜

新規プロジェクトの
提案書作り

社内での研修は、ほとんどがオンライン化
しています。そのため、他リージョンメン
バーと一緒に受講することができ、ネット
ワーキングの場としても活用されています。

17:00
〜

オンライントレーニング

最近はワーキングバランスを重要視する会
社が増えてきていると思います。会社が進
んで「残業をしない」文化形成に取り組ん
でいます。

18:00
〜

帰宅

会
社
紹
介

ある日のスケジュール


